
 

     「本陣山登山道整備」３／７(木) 

      夢づくり交付金事業（通常型） 

 

 

 

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

・夢づくり「本陣山登山道整備」…P2 

・草刈りボランティア作業   …P2 

・釜戸中学校閉校記念式    …P3 

・小中卒業生       …P4～P5 

・大人の社会見学     …P6～P7 

 

平成 31 年 4 月 

第 393 号 

修繕された立派な山車を披露 



夢づくり「第 4回 本陣山登山道整備」 3/7（木） 

 前日までの雨で天気を心配していまし 

たが、みんなの気持ちが伝わったのか作業 

日和となりました。 

 琵琶峠班、氷餅班、尾根班、庄次郎池 

大登の森広場班の 4班に分かれ矢印 

看板の設置と古い看板の回収そし 

て、登山道の整 

備をしました。 

  

 

 

 

 

草刈りボランティア作業（大湫町資源保全） 3/7（木） 

 この日は、本陣山の作業と同時に「草刈りボランティア作業」も行われ

ました。 

               上記本陣山登山道整備と草刈りボランテ 

ィア合わせて 27 名の参加者があり、作業 

もスムーズに行うことができました。 

               参加してくださいました皆さん、お疲れ 

              様でした。改めて大湫町の「絆」の強さを 

感じる事ができました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

立派な看板が

完成しました 

青色回転灯防犯パトロール 

4 月のパトロール予定者 
 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

2 月：44 便 延べ 85 名 

 
 

4/上旬：桐井賢次 

柘植 巧 

4/下旬：奥村準蔵 

三浦信之 

皆さん、もっと々利用してくだ

さいね。 

利用者が少ないと、運行本数が

減ってしまうかも・・・！ 



釜
戸
中
学
校 

閉
校
記
念
の
会
を
終
え
て 

 釜
戸
中
学
校
は
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

閉
校
し
ま
し
た
。 

四
月
か
ら
は
新
し
く
釜
戸
中
学
校
、
瑞
陵

中
学
校
、
日
吉
中
学
校
が
統
合
し
た
瑞
浪
市

立
北
中
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。 

三
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
市
主
催

の
閉
校
式
典
及
び
地
域
主
催
の
釜
戸
中
学
校

閉
校
記
念
の
会
は
、
学
校
関
係
者
や
閉
校
を

偲
ぶ
多
く
の
町
民
で
会
場
が
溢
れ
る
ほ
ど
の

中
、
厳
粛
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

閉
校
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、
一
昨
年

九
月
に
、
閉
校
に
伴
い
地 

域
主
催
の
記
念
事
等
を 

行
う
た
め
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ 

Ａ
役
員
・中
学
校
職
員
・ 

地
域
の
代
表
等
で
組
織 

し
た
閉
校
記
念
実
行
校 

委
員
会
の
設
置
か
ら
始 

ま
り
ま
し
た
。
大
湫
町
か
ら
は
、
副
実
行
委

員
長
・
式
典
・
記
念
誌
部
会
副
部
会
長
足
立

亘
（
区
長
会
長
）
、
本
部
役
員
・
地
域
部
会
副

部
会
長
小
栗
司
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
）
、
顧
問

に
三
戸
憲
和
、
林
幸
弘
（
財
産
区
議
会
副
議

長
）式
典
・記
念
誌
部
会
委
員
香
山
四
一
（中

学
校
評
議
員
）
、
記
念
誌
部
会
副
部
会
長
長

谷
川
明
（
公
民
館
長
）
、
地
域
部
会
委
員
木

村
良
子
（
公
民
館
総
括
主
事
）
が
実
行
委
員

と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
は
、
三
部
会
に
分
、
そ
れ
ぞ 

れ
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

○
式
典
・記
念
品
部
会 

 
 

閉
校
を
記
念
す
る
会
が
記
憶
に
残
る
も

の
と
す
る
た
め
の
企
画
と
遂
行
。 

○
記
念
誌
部
会 

釜
戸
中
学
校
七
十
に
年
の
歴
史
を
残
す

記
念
誌
の
製
作
。 

○
地
域
活
動
部
会 

 

 
 

閉
校
を
地
域
と
連
携
し
た
思
い
出
と
す 

る
た
め
の
活
動
と
し
て
、
横
断
幕
、
幟
、

閉
校
記
念
新
聞
の
発
行
、
中
学
校
行
事
へ

の
町
民
参
加
。 

中
学
校
が
閉
校
と
な
る
、
地
域
か
ら
学
校

が
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
誰
も
が
辛
い
、
寂

し
い
と
感
じ
る
の
は
当
然
な
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
考
え
る
と

き
、
何
が
必
要
か
、
何
を
第
一
に
考
え
る
か

に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
フ
ァ
ー
ス
ト
で
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

釜
戸
中
学
校
校
歌  

一
、
清
き
流
れ
や 

 

土
岐
川
の 

お
ど
る
若
鮎 

 

さ
な
が
ら
に 

明
る
き
光 

 

窓
に
満
つ 

た
ぎ
る
健
康 

 

は
つ
ら
つ
と 

 

二
、
東
に
高
き 

 

大
恵
那
や 

 
 

南
に
仰
ぐ 

 

屏
風
山 

 
 

つ
つ
む
緑
の 

 

平
和
郷 

 
 

集
う
我
ら
に 

 

栄
え
あ
れ 



 
 
 
 
 
 
 

 

力
を
だ
す 

Ｏ
・
Ｙ 

私
は
小
学
校
生
活
で
、 

み
ん
な
を
ま
と
め
る
力 

や
最
後
ま
で
や
り
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
そ
の
力
を
生

か
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
全
力
で
最
後
ま

で
や
り
き
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

中
学
校
は
、
小
学
校
で
や
っ
て
き
た
こ
と

以
外
の
こ
と
も
や
り
ま
す
。
な
ん
で
も
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
や
り
た
い
で
す
。 

   
 

た
く
さ
ん
の
思
い
出 

Ｍ
・
Ｙ 

 

私
は
こ
の
六
年
間
で
大
湫
の
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

夏
祭
り
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
夏
祭
り
の

時
に
は
バ
サ
ラ
を
お
ど
っ
た
り
友
達
と
お

店
を
回
っ
て
す
ご
く
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

バ
サ
ラ
は
自
由
お
ど
り
を
特
に
工
夫
し
て

み
ん
な
が
で
き
る
様
に
た
く
さ
ん
練
習
し

ま
し
た
。
夏
祭
り
当
日
は
失
敗
せ
ず
に
最
後

ま
で
お
ど
る
事
が
で
き
た
の
で
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。 

他
に
は
子
ど
も
会
で
行
っ
た
モ
ン
テ
ー

ル
の
工
場
見
学
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私

は
工
場
見 

学
は
あ
ま
り
行
っ
た 

事
が
な
い
の
で
行
く 

前
か
ら
す
ご
く
楽
し 

み
な
気
持
ち
で
い
っ 

ぱ
い
で
し
た
。
お
か 

し
を
作
る
所
を
見
ら 

れ
た
し
、
お
土
産
も 

た
く
さ
ん
買
え
た
の
で
、
す
ご
く
楽
し
く
て

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

三
月
に
六
年
生
を
送
る
会
を
し
た
時
に 

「
中
学
校
で
も
頑
張
っ
て
ね
」
と
一
年
か
ら

五
年
生
の
子
た
ち
か
ら
言
わ
れ
た
時
は
、
す

ご
く
う
れ
し
た
っ
か
し
同
時
に
さ
び
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

六
年
間
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

行
事
を
考
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
し
い
瑞
浪
北
中
に
な
っ
て
も
私
た
ち

の
事
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。 

 

 
 
 

 
 

す
べ
て
に
思
い
出
が 

Ｉ
・
Ｓ 

 

小
学
校
か
ら
ず
っ
と
み
ん
な
と
過
ご
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
で
す
。
釜
戸
中
は
閉
校
の
為
い
ろ
い
ろ

な
行
事
が
今
年
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
が

す
べ
て
の
行
事
に
思
い
出
が
あ
り
忘
れ
ま

せ
ん
。 

 

高
校
に
行
っ
て
か
ら
も
勉
強
と
部
活
の

小
学
校
卒
業 

中
学
校
卒
業 



両
立
を
目
指
し
、
地
域
貢
献
も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。 

 
最
後
の
卒
業
生 

Ｏ
・
Ｒ 

 

釜
戸
中
学
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
み
、
沢
山
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
か
ざ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 
 

   
 

       

                    

                    

 

み
な
さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
と
し
て
、
町

内
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
会
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
若
い
力
で
町
内
を
活
気

づ
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。 

＊大湫宿お休み処 

4月の営業は 14日(日) 

21 日(日)・28 日(日) 

29 日(祝・日) 

30 日(祝・火) 

 

 

＊おしゃべりサロン「こぶし」 

（100 円コーヒー） 

4月営業日 第 2・第 4土曜日 

営業時間 AM9：00～AM11：00  

 営業場所 ふれあいセンター  

弘法様まつり 開催します 

“弘法様まつり”行事は昭和 40年以前から継続されていると、弘法様

記録に示されています。 

 今年は、平成 31 年 4月 21 日（日）10 時より観音堂にて行います。 

 本尊の聖観音菩薩さまも拝することができます。みなさま、大勢の

方々、参拝にお出掛け下さい。 

                          ～弘法様係～ 

こ
ん
に
ち
は
、
お
休
み
処
で
す
。 

四
月
か
ら
営
業
を
始
め
ま
す
。
冬
の
間
は

お
休
み
を
い
た
だ
き
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま

し
た
。 

 

 

今
年
も
皆
様
の
ご
要
望
に
お
答
え
で
き

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 



真っ白なアルプスを見ながら「大人なの社会見学」 

寒の戻りで寒い朝となった 3 月 24 日（日）。「大人の社会見学」（公民館

講座）で、南信州に出かけました。気温は低いが快晴。出かけるには最適

でした。 

総勢 26 名（男性 16 名、女性 10 名）で、伊那方面への小旅行です。見

学地は、満蒙開拓平和記念館、駒ヶ根養命酒工場、光前寺、川本喜八郎人

形美術館。移動時間が短いこともあり盛りだくさんです。 

満蒙開拓平和記念館で説明をしていただいた方は、「私は昭和一桁生まれ。

この記念館で説明をする様になるまで、満蒙開拓のことはあまり知らなか

った。満州引き上げに際し集団自決を余儀なくされ、生きて引き上げた方

も、決して多くを語ろうとしなかった。国策として満州に人々を送り込み、

国としの反省や謝罪もないことが関係しているのでは…」と。 

「この満州開拓の歴史的事実を知り、平和な時代である時に、戦争をく

い止めることの大切さを学んだ」（足立氏）。見学後に語られたこの感想に

共感を覚えました。 

「川本喜八郎人形美術館」でも丁寧な説明をいただきました。人形作製

者がこれほどまでに緻密に、そして自らが

魂を込めるように作り上げた一つ一つの

人形には、人を引き付ける魅力があります。 

人形浄瑠璃の人形に倣って「こうして

手や頭を動かします」と説明。人形がたち

まち生を受けた様に見えます。 

「自分は学生の頃、夏休みにはサーク

ル活動で人形を携えて子どもたちに見せ

て回った。楽しい経験でした」と参加者の一人。それぞれがいろいろな思

いで、ご覧いただいたようです。 

旅の楽しみはなんといって食事。駒ヶ根

名物「ソースカツ丼」と南信州ビールの「牛

肉のビール煮」を希望によっていただきまし

た。さて、お味はいかがだったでしょうか。               

参加者の皆さま、お疲れ様でした。 

文責 長谷川 明 

 

満蒙開拓平和記念館 

養命酒駒ヶ根工場 



「大人の社会見学」アンケートから（抜粋） 

（今回の企画について） 

○ 久しぶりに、学校時代の品行方正の社会見学でした。 

○ 大変よい企画でした。楽しかったです。来年も楽しみにしています。 

○ 知らなかった事を教えてもらい勉強になりました。 

○ 昨年に続き、手順よく旅程が組まれて居り、盛りだくさんの体験をさせ

て頂きました。感謝します。 

（次回、行ってみたい・観てみたい所） 

○スーパーカミオカンデ。 

○半田市の新美南吉記念館に行ってみたい。 

○お城めぐり、岐阜城・名古屋城・犬山城など。 

 

モニタリング調査に 18 名 

寒の戻りで真冬のような寒さ。今年度初めてのモニタリング調査が 3月

23 日（土）に開催されました。午前 10 時、宗昌寺の駐車場に集まった方

は、皆さんが「寒い。寒い」。大湫の外気温は一桁。寒いはずです。 

自然保全委員会会長、三戸憲和氏のあいさつの後、調査にスタート。つ

ぼみや花の咲いた植物は見つかるか、不安な気持ちで出かけました。歩き

始めると、タネツケバナやハコベの白い花、シ

ョウジョウバカマが淡いピンク、ツボスミレ

（ニョイスミレ）が薄紫の花をつけていました。

道脇にあった地味なカンアオイの花を見つけ

「咲いてますよ。このカンアオイ…」。ひっそ

りと咲いていたのです。カタクリのつぼみも見

られました。まもなく開花でしょうが、この寒

さで足踏み状態。およそ 2 キロのコースを 2

時間ほどで調査終了。「ぞんがい、花あった

よね」「今年度は、皆勤で参加しようと思っ

てるンよ」「・・・」など。 

次回は、4月 28 日（日）。さてどんな花に

変っているのでしょうか。楽しみです。 



 

 

                          

 ３月２５日現在 
                                           

訪問者 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

＊毎年の多治見ボーイスカウトの一行（33）、山車の説明会（30）、名古屋のふくろう会（14） 

＊Walkjapan が 3/25 からスタート(10) 
 

（個人等） 

＊NHK から５月の撮影の下見、ツーリズムの下見（４，５月分） 

＊夜行バスで関東方面からの旅人が目立った。（恵那で下車～大湫～細久手～御嵩） 

４月の活用事業 
 

竹細工フェア 

 ４月１０日から５月末 

・和室に町並みを展示 

・竹細工の仕事を紹介 

（時々三戸さん・三浦さんに来ていただき作成の様子を見てもらう） 
 

５月の活用事業 
 

20,000 人達成イベント    

即位の日（５月１日） 

・丸森２０，０００人達成＋本陣山登山道完成＋米屋修復を記念して 

・来賓の挨拶・瑞浪北中学ブラスバンド演奏・ミニ SL 乗車・本陣山 

 登山体験などを実施します。（詳しくは別紙チラシ） 
 

大湫宿のよさを知る④ 「琵琶峠」の見方 
 

西側石畳                                      東側石畳 

 

 

 

 

 西登り口   東登り口 
 

名前の 

由来 

 

この峠は、標高５５３ｍの位置にあり、全長約１０００ｍに日本で一番長い石畳が

復元・保存されている。（Ｓ４５年に発見） 

① 地形(山)が楽器の琵琶に似ている 

② 昔は、遠く伊吹山方面(琵琶湖方面)が望めた 

③ 古い書物（壬戌紀行・打出浜紀・新撰美濃志など）にこの琵琶峠の記述 

がある 

④ 若者が立派な琵琶法師になったという話がある 
 

＊参考文献は、渡辺俊典先生の「ふるさと大湫百話」及び瑞浪の歴史と市史資料編です。 

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

３１０ ２３ ２０２ ２３ ５５８ １２ 
 

 

H30 , 4 月～ ９,５９４人 ５８５人 

オープンから ２０,８０７人 １,０３０人 

３月の丸森だより 

（団体等） 

 

  

ここに大杉Ⅱ世 
一里塚 



「
改
革
」
を
目
指
す 

新
元
号 

穏
や
か
に
平
和
な
国
づ
く
り
を
と
、
名
付

け
ら
れ
た
平
成
も
、
後
一
ヶ
月
で
幕
と
な
る
。

ど
ん
な
新
元
号
に
な
る
か
、
幾
ら
元
号
が
よ

く
て
も
、
国
民
が
願
う
よ
う
に
政
治
の
世
界

は
運
ば
ぬ
の
が
世
の
定
め
で
あ
る
。 

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
、
百
五
十

年
が
国
民
の
泣
き
笑
い
の
中
に
過
ぎ
去
っ

て
き
た
。 

中
で
も
明
治
維
新
は
、
国
の
夜
明
け
を
告

げ
る
大
改
革
が
次
々
に
断
行
さ
れ
た
。
歴
史

に
残
る
年
号
だ
っ
た
。
昭
和
も
国
の
命
運
を

賭
け
た
大
戦
で
敗
戦
を
喫
す
る
年
号
で
あ

る
が
、
命
か
ら
が
ら
生
き
延
び
た
。
お
陰
で

「
戦
争
放
棄
」
を
憲
法
に
明
記
し
て
、
以
来

枕
を
高
く
し
て
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
う
し
て
代
わ
っ
た
元
号
は
「
平
成
」
だ

っ
た
。
多
く
の
人
は
、
振
り
返
っ
て
平
成
は

「
無
駄
遣
い
」
の
多
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
百
六
十
兆
円
だ
っ
た
財
政
赤
字
は
、

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
云
っ
て
い
る
中
に
、
今
で

は
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
赤
字
が
一
千
百

兆
円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
平
和
を
維
持
す

る
の
に
も
金
が
か
か
る
こ
と
を
知
っ
た
。
収

入
が
少
な
く
て
生
活
が
苦
し
い
と
こ
ぼ
す

人
が
多
い
が
、
贅
沢
を
言
え
ば
切
り
が
な
い

事
が
分
か
っ
た
。 

八
年
前
に
東
北
地
方
を
襲
っ
た
未
曾
有

の
地
震
と
津
波
の
被
害
に
加
え
て
、
人
災
と

言
う
べ
き
福
島
の
原
発
崩
壊
は
、
何
を
さ
て

お
い
て
も
国
債
を
発
行
し
て
で
も
救
済
す

べ
き
だ
が
、
充
分
と
は
言
い
難
い
。
自
然
災

害
の
多
い
国
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
何
時
、

何
処
で
ど
ん
な
災
害
が
発
生
す
る
か
判
ら

ぬ
が
、
災
害
救
助
を
優
先
し
て
行
う
国
で
あ

り
た
い
。 

我
が
国
は
経
済
大
国
と
言
わ
れ
て
久
し

い
が
、
国
連
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
と
、
日
本
は
五
十
八
位
で
あ
る
。
び
っ

く
り
し
た
。 

今
ま
で
日
本
は
世
界
で
最
も
恵
ま
れ
た

国
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
政
治
が
悪
い
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
次
世
代
に
ツ
ケ
を
廻
そ

う
と
し
て
い
る
国
会
議
員
の
劣
化
を
指
摘

す
る
人
が
多
い
。 

こ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
問
題
が
一
段
と

深
刻
に
な
っ
て
来
る
。
代
わ
る
新
元
号
は

「
改
革
」
の
二
文
字
を
脳
裏
に
焼
き
付
け
て

の
国
づ
く
り
を
政
治
家
に
望
み
た
い
。 

さ
て
、
我
が
大
湫
は
ど
う
生
き
る
か
。
日

頃
は
口
ば
か
り
で
実
行
が
伴
わ
ず
恐
縮
だ

が
、
「
天
野
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
は
七
十
前
後 

の
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん 

が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
の 

で
心
強
く
思
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

天
野
長
三
郎 

 



ご
あ
い
さ
つ 

平
成
二
七
年
四
月
か
ら
正
職
員
と
し
て

二
年
間
、
二
九
年
三
月
に
定
年
退
職
し
そ
の

後
も
引
き
続
き
再
任
用
職
員
と
し
て
二
年

間
、
通
算
四
年
間
、
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
、
大
湫
町
の
み
な
さ

ま
に
は
、
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
月
末
で
任
期
満

了
と
な
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

在
任
中
に
は
、
大
湫
小
学
校
の
取
り
壊
し
、

大
湫
公
民
館
と
丸
森
の
指
定
管
理
制
度
の

導
入
、
釜
戸
中
学
校
の
閉
校
な
ど
大
湫
に
と

っ
て
も
大
き
な
出
来
事
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
し
た
。 

今
後
は
、
町
外
か
ら
大
湫
町
、
大
湫
宿
を

応
援
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
在
住
で
す
の
で
、

ま
た
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

今
ま
で
の
み
な
さ
ま
の
ご
厚
情
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
大
湫
町
の
益
々
の
ご
発
展
、

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
を
祈
念
し
ま
し
て
退

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

水
野 

郁
郎   

 
 

 

お
世
話
に
な
り
ま
す 

今
年
の
四
月
か
ら
、
正
式
に
週
二
日
間 

大
湫
公
民
館
の
主
事
補
と
し
て
勤
務
い
た

し
ま
す
。 

大
湫
に
来
て
、
三
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て
い
く
大
湫

の
渦
中
に
い
て
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
、

出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向
井
保
子 

 
 

四
月
の
俳
句 

山
口
雪
子 

二 に
ん

月
の
母
の
忌
日
や
小
糠
雨

こ
ぬ
か
あ
め 

老
い
て
な
ほ
使
命
の
如
く
畑
を
打
つ 

 

天
野
辰
代 

月
遅
れ
の
涅
槃

ね

は

ん

の
集
ひ
ひ
と
り
減
り 

歪
い
び
つ

な
る
団
子
も
あ
り
て
彼
岸

ひ

が

ん

入
り 

 

※
涅
槃
【
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
日(

入
滅)

。 

陰
暦
二
月
十
五
日
】 

 

   

 

  

リ・アップ“ひよも”だより 

4 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：4 月 3 日（水曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：大湫公民館 講堂 

参加費：無料 

 
 

お待ちしています 

間違えないでよ！ 



                    

                    

                    
 

今年はじまりの太鼓練習。1

年間、がんばろう‼ 

太鼓の後は、大湫めぐりだよ。大

好きな観音堂で…！ 

ありがとうございます。 

これからもよろしくお願

いします。 

 

棚橋 

 



                    

                    

                    
オススメ！大湫分室の本 

『陸軍と厠』   藤田昌雄：著 

 極限状態で人はどうやって用を

足したのか。戦場でも整理現象は

待ったなし。軍隊のトイレと衛生

管理について焦点を当てて書かれ

た異色の本。 

 

狂犬病予防接種 

 生後 91 日以上の犬の所有は登録

と毎年 1 回、狂犬病の予防注射を受

けなければいけません。 
  

日時：4 月 10 日（水） 

    11：25～11：45 

 場所：大湫コミュニティーセンター 
 

スプレー缶・カセットボンベ 

の回収方法が変わりますよ！ 

 H31.4.1 から穴があいていないス

プレー缶類の無料回収を開始。 

 必ず缶の中身を使い切って、指定

集積場の「スプレー缶類回収ボック

ス」へ投入してください。 

指定集積場：大湫公民館内 

詳しい事は、「家

庭ごみ便利帳」

P15 をみてくださ

い・・・ 

ご招待券あります（各 2名様） 

春季特別企画展 

    「歌川国芳の時代」 

 日時：6月 9日（日）まで 

 場所：中山道広重美術館 

大湫町コミュニティ推進協議会総会 

 H31(2019)年度の「大湫町コミュ

二ティ推進協議会総会」を開催し

ます。関係者の皆様よろしくお願

いします。 

日時：4月 25日(木)19：00～ 

場所：大湫公民館 講堂 

「丸森」来訪者 20,000 人達成記念 

夢作り(本陣山登山道整備・「米屋」修復) 
 

日時：2019 年 5 月 1 日（祝・水） 

場所：大湫公民館 講堂・他 

祝賀会・記念講演・餅投げ・本 

陣山登山・ミニ SLなど盛りだくさ 

んです。 

  

 

町民パターゴルフ大会 

 

日時：H31(2019)年 4 月 21 日(日) 

場所：大湫宿パターゴルフ場 

 恒例となりました「町民パターゴ

ルフ大会」を開催します。 

  

 どちらも配布しましたチラシをご

覧ください。みなさん、お待ちして

います。 

 みんなで、楽しみましょう・・・！ 



区
長
日
記 

 
 

こ
の
一
年
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
釜
戸
中
学
校
閉
校

式
」
を
、
体
育
館
満
員
の
来
場
者
を
迎
え
て
、
感
動
の
歌
声
に
包
ま

れ
な
が
ら
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
子
供
た
ち
の
成
長
を

支
え
て
き
て
く
れ
た
大
湫
・
釜
戸
中
学
校
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

桜
の
開
花
前
線
が
北
上
し
て
、
桜
花
爛
漫
の
な
か
新
学
期
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
教
育
の
舞
台
は
瑞
浪
北
中
へ
移
り
ま

す
が
、
片
道
四
十
分
と
い
う
通
学
の
負
担
に
耐
え
て
学
生
生
活
を
送

る
子
供
た
ち
に
、
せ
め
て
「
ふ
る
さ
と
意
識
」
の
醸
成
に
繋
が
る
よ

う
な
地
域
の
支
援
活
動
を
、
私
た
ち
大
人
と
し
て
も
準
備
し
、
健
や

か
な
子
供
た
ち
の
育
成
に
努
力
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

３
月
１
日 

大
湫
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

２
日 

景
観
協
議
会
「
岐
阜
高
専
報
告
会
」 

 

３
日 

交
通
安
全
協
会
研
修
会 

 
 

５
日 

釜
戸
中
学
校
卒
業
式 

 
 

７
日 

本
陣
山
登
山
道
整
備
作
業
・
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

 
 

８
日 

資
源
保
全
管
理
組
合
役
員
会 

 
 

９
日 

転
入
対
策
委
員
会
・
山
車
保
存
会
報
告
会 

 
 

10
日 

春
季
奉
仕
作
業
・
資
源
保
全
管
理
組
合
総
会 

 
 

11
日 

み
ん
な
の
農
園
総
会 

 
 

14
日 

夢
づ
く
り
交
付
金
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

16
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
式
準
備
会 

 
 

17
日 

神
明
神
社
・
雄
白
稲
荷
神
社
春
祭
り
・
古
民
家
再
生
塾 

 
 

18
日 

景
観
林
整
備
事
業
完
成
検
査 

 
 

19
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
式
リ
ハ
ー
サ
ル 

 
 

21
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
式 

 
 

22
日 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
会
計
打
合
せ
会 

 
 

23
日 

長
寿
会
余
技
作
品
展
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

 
 

24
日 

公
民
館
講
座
「
大
人
の
社
会
見
学
」 

 
 

25
日 

釜
戸
小
学
校
卒
業
式 

26
日 

竜
吟
幼
児
園
卒
園
式
・
連
合
自
治
会 

28
日 
大
湫
町
長
寿
会
総
会 



                     
 

   

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 
 

 
 

 

い
よ
い
よ
春
本
番
。
冬
の
間
、 

 
 

 
 

葉
を
落
と
し
て
い
た
木
々
も
次
々 

 
 

 
 

と
芽
吹
い
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

新
入
学
・
新
社
会
人
と
な
ら
れ 

 
 

 
 

た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

最
初
は
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑 

 
 

 
 

う
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
・
・
・
。 

 
 

 
 

無
理
を
せ
ず
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気 

 
 

 
 

持
ち
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
ｙ 
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三
〇

二
九

二
八

二
七

二
五

二
四

二
一

二
〇

一
八

一
七

一
三

一
二

十 八 七 五 三 日

火 月 日 土 木 水 日 土 木 水 土 金 水 月 日 金 水 曜

　
　
行
　
　
　
事

＊
退
位
の
日

＊
昭
和
の
日
／
広
報
委
員
会

第
二
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

大
湫
町
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ

推
進
協
議
会
総
会

夢
づ
く
り
審
査
会

（
通
常
事
業

）

町
民
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

弘
法
様
祭
り

(

観
音
堂
に
て

)

小
中
学
校
授
業
参
観
・
総
会

市
長
来
訪
区
長
会

女
性
代
表
と
語
る
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

自
然
観
察
会

(

公
民
館
・
集
ま
ろ
う
会

)

自
然
保
全
委
員
会
総
会

新
旧
区
長
・
組
長
会
議

狂
犬
病
予
防
注
射

財
産
区
全
員
会
議

小
中
入
学
・
始
業
式

県
議
会
議
員
選
挙

定
例
区
長
・
幹
事
会

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
会

予
　
　
　
定

平
成
三
十
一
年
四
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：4/17(水)不燃ごみ：4/5 (金)


